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1.は じめ に

中 国 の 遼 東 半 島 で は , 海 水 準 に 関 す る研 究 が 主 に海 食 地 形 と貝 殻 堤 ･砂 噴 お よ び 堆

積 物 に保 存 す る花 粉 の 分 析 に よ っ て 研 究 され て き た . しか し, これ ま で 得 られ て い る

デ ー タ は 断 片 的 で あ り, 遼 東 半 島 全 体 と して 検 討 した も の が 多 い . 日本 に お け る海 水

準 変 動 研 究 の よ う に一 つ の 沖 積 低 地 の 堆 積 物 に つ い て 微 化 石 分 析 ･硫 黄 含 有 量 の 分 析

を行 っ て , 完 新 世 最 高 海 水 準 の 高 度 及 び 海 水 準 微 変 動 を判 断 し, さ ら に , 地 形 発 達 史

を解 明 す る と い う詳 細 な 研 究 は ま だ 少 な い .

本 研 究 は 泥 炭 地 が 発 達 す る遼 東 半 島 黄 海 沿 岸 の 大 洋 川 流 域 を対 象 地 域 と し,完 新 世

にお け る海 水 準 変 動 及 び 泥 炭 の 発 達 , さ ら に, そ れ らの 関 連 を検 討 す る こ と を 目的 と

す る . 現 地 調 査 に先 だ っ て , 1/25,000の 空 中 写 真 と 1/10,000の地 形 図 を使 用 し, 地 形

判 読 を行 っ た . ま た , ハ ン ドオ ー ガ ー に よ る掘 削 調 査 を行 い , 沖 積 層 の 層 序 ･層 相 の

検 討 , 堆 積 物 の 珪 藻 分 析 , 14C年 代 測 定 な ど に基 づ い て , 沖 積 低 地 の 完 新 世 以 後 の 地

形 発 達 史 , 海 水 変 動 , 泥 炭 層 形 成 の 時 期 を検 討 した .

本 稿 で は 1999年 5月 と 11月 に,遼 東 半 島 に お け る大 洋 川 沖 積 低 地 で ハ ン ドボ ー リ ン グ

調 査 に よ っ て 採 集 され た 泥 炭 層 の AMS-4年 代 に つ い て 報 告 す る .

2.大 洋 川 低 地 の 地 形 及 び 沖 積 層 の 特 徴

縮 尺 1/25,000の 空 中 写 真 を使 っ て , 大 洋 川 低 地 及 び 周 辺 地 域 の地 形 分 類 図 を作 成 し

た .本 地 域 の地 形 は 山 地 , 台 地 ･丘 陵 , 上 位 沖 積 面 ,下 位 沖 積 面 ,上 位 自然 堤 防 ,下 位 自

然 堤 防 ,旧河 道 お よ び 海 岸 部 に あ る砂 境 に区 分 され る .

海 成 層 を覆 う陸 成 の泥 炭 層 の基 底 部 に対 して 11 C 年 代測 定 を行 い, 旧海 水 準 高度 を推

定 す る こ とは有 効 な 手 段 と して よ く使 わ れ て き た . 研 究 地 域 にお け る海 水 準 変 動 を解 明

す る た め ,泥 炭 が 発 達 す る 開析 谷 にお いて 海 成 層 及 び そ れ を覆 う泥 炭 層 につ い て試 料 を

採 集 した . 本 低 地 で は 台 地 を刻 む 開析 谷 中 に泥 炭 層 が よ く発 達 す る . 泥 炭 層 は黒褐 色 を

呈 し, 泥 炭 層 の 上 位 に は褐 色 ･灰 褐 色 ･灰 色 粘 土 , シル ト, シル ト質 粘 土細 砂 が堆 積 し

て い る . 泥 炭 の 下 位 に は暗 灰 色 泥 炭 質 粘 土 , シル ト質 粘 土 が み られ る. 開析 谷 中の堆 積

物 の 珪 藻 分 析 を行 った 結 果 ,泥 炭 層 は浅 い淡 水 性 の 沼 沢 地 ･湿 地 の環 境 で 形 成 され た が
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第 1図 大洋川地域地形分類図
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第 2図 研究対象地域位置図
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第 3図 泥炭が存在するボーリング地点柱状図
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そ れ 以 前 は 内湾 ･沿 岸 環 境 で あ っ た こ とが 推 定 され る . 珪 藻 分 析 で 確 認 され た 泥 炭 層 直

下 の海 成堆 積 物 の 上限 高度 は標 高 5m で あ った .標 高 5m 以 上 に泥 炭 層 の基 底 が あ る地 点 で

は , そ の 下 位 の 堆 積 物 に は淡 水 生 珪 藻 化 石 しか 認 め られ ず , 海 生 珪 藻 は 認 め られ な か っ

た . よ って ､ 本研 究 地 域 で は ,最 高 海 水 準 が標 高 5m に達 した と判 断 され る . また , 開析

谷 中 の海 成 層 を覆 う泥 炭 層 の基底 の 】 4 C年 代 値 は5,240yrBP(標 高 2.66m),4,800±160yr

BP (標 高 4.00m), 4,690±140 yrBP (標 高 2.60m), 2,600±260 yrBI'(標 高 2.00m) と と

い う結 果 が得 られ た .

台 地 を刻 む谷 と谷 口 に泥 炭 層 が 発 達 して い る 一 方 で , 大 洋 川 沖 積 低 地 に は泥 炭 が 発 達

して いな い. た だ し, 大 洋 川 の両岸 で は地 表 下 0.20m か ら0.80m にか けて ,厚 さ約 5mm の

一 枚 の薄 い黒 色 粘 土 層 が 発 達 して い る . 黒 色 粘 土 の 下 位 に あ る灰 色 粘 土 層 で は , 全 体 と

して海 成 種 ～汽 水 種 の paralia sulcata､Thailassionema nitzschioidesな ど多 く産 出 し, 下位 か ら上

位 に か け て 海 成 種 ～ 汽 水 種 の 出現 率 は 漸 減 す る 一 方 ,淡 水 生種 の 出 現 率 は漸 増 す る. こ

の こ とか ら, この 地 層 の堆 積 時 に は , 水 深 が 深 い 内 湾 環 境 か ら浅 い 内 湾 沿 岸 環 境 に移 行

した , 或 い は ,塩 分 濃 度 が 下 位 か ら上 位 にか けて 漸 減 した こ と と推 定 され る . また , 鍾

藻 分 析 を行 った 結 果 , 黒 色 粘 土 層 で は ,淡 水 生 種 が 80%を上 回 る 出 現 率 で 産 出 す る. 中

で も,淡 水 漸 沼 で 生息 す る Melosiragranulata, 沼沢 湿 地 付 着性 種群 の pinnularia sppと Eunotia

sppな どが多 く産 出す る こ とか ら沼沢 地 ･湿 地 の環 境 で堆 積 した と考 え られ る.

これ らの こ とか ら灰 色 粘 土 層 直 上 の 黒 色 粘 土 層 基 底 の 年代 値 と高 度 は 旧海 水 準 を知 る

手掛 け を与 える と考 え られ る.

3.大 洋 川 地域 の古 海 水 準 の 関 す る検 討

大 洋 川 低 地 で は 12,000年 前 か ら海 進 が 開始 す る (符 文 侠 , 1987).ボ ー リン グ調 査 及 び

珪 藻 分 析 によ り,確 認 で きた 海 成 層 の 上 限 高 度 最 も高 い値 は約 5m で あ る. 本研 究 地域 に

お け る 平均 潮 差 は 4.04m で あ る こ とか ら, 研 究 地 域 の 平均 潮 差 と当 時 の潮 位 差 が 同 じで

あ る と仮 定 す る と,研 究 地域 にお け る最 高 海 水 準 高 度 は約 3m と考 え られ る. 開析 谷 中 の

海 成 層 を覆 う泥 炭 層 基 底 の年 代 と高度 か ら, 海 水 準 はそ の後 低 下 した . た だ し, 約 4,690

±140 yrBPの 年 代 を もつ泥 炭 基 底 の 高 度 2.57m と求 め られ て お り, 当時 の潮 差 が 現 在 の

そ れ とほ ぼ 同 じで あ る と仮 定 す る と, 当時 の海 水 準 高 度 は約 0.5m と い う値 が得 られ る .

これ は4,800年 前 の約 2mの値 との間 に約 1.5m ほ どの差 が あ り,検 討 の余 地 を残 して い る .

なお , 2,600年 前 の海 成 層 上 限 高度 は現 海 水 準 とほ ぼ 同 じで あ った と推 定 され る.

4.お わ りに

従 来 の遼 東 半 島 に 関 す る研 究 で は , 遼 東 半 島 は 隆 起 が 激 しい地 域 に属 す る と され て き

た が . 本 地 域 で 認 め られ る海 成 層 の上 限 高 度 は約 3m で , 日本 で の縄 文 海 進 高頂 期 の海 面

高 度 と大 き く違 わ な い . この こ とか ら, 本 研 究 地 域 は 隆 起 地 域 あ る い は激 し く隆 起 した

地 域 で はな い と考 え られ る.
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AMSradiocarbondatingsoftheHolocenePeatLayers

obtainedfrom theDayangRiverLow一andinLiaoDongPeninsula

Jing Fang

DepartmentofGeography,NagoyaUniverslty

FurO-cho,Chikusa-ku,Nagoya464-8601,Japan.

Peatli≡LyerSareWelldevelopedinsmallvalleysaroundtheDayangRiverI』wland.Elevationsof

thebottomforPeatlayersrangefrom +2mto+10m･EspeciallythoseofthepeatlayersJustover

themarinedepositsarebelow +5m･Consideringmoderntiderange,thesealevelofthemaximum

transgressionduringHolocenereachedabout+3m inthisarea･Radiocarbondatingsofpeatare

obtainedbyuslngaTandetronAMSatNagoyaUniversity.Forthelowermosthorizonofpeat

layer,radiocarbondatingsare5,240+- 140yrBP (+2.66mabovesealevel),4,800+- 160yrBP

(+4.0Clm a.S.1.),4,690±140yrBP (+2.60m a.S.1.)and2,600±260yrBP (+2.00m a.S.1.).
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